
 

 

独立行政法人 国際観光振興機構 
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平成 30 年 1 月 24 日 

理事長 松山 良一 

MICE シンポジウム開催 

—世界の国際会議のスペシャリストから誘致必勝法を学ぶ— 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント概要（詳細は別紙をご確認ください。） 

 日時：2018 年 2 月 7 日（水） 

MICE シンポジウム 15:00～17:00 

メディア向けプレゼンテーション 17:10 頃～（準備が整い次第開始します。） 

 場所：品川プリンスホテル メインタワー28 階「エメラルド」 

東京都港区高輪 4-10-30 

 取材について：取材を希望される記者の皆様は、以下 URL の取材申込書に必要事項をご記入の上、 

1 月 31 日（水）17：00 までに取材申込書記載の宛先にご送付ください。 

https://www.jnto.go.jp/jpn/news/download/180207_mice_press_form.xls 

 

※MICE とは：企業会議（Meeting）、企業の報奨・研修旅行

（Incentive）、国際会議（Convention）、展示会・イベント

（Exhibition/Event）を総称したもの。 

 日本政府観光局（JNTO）は、2018 年 2 月 7 日（水）15:00 より観光庁との共催により、MICE シンポジウムを開催しま

す。2 月 8 日（木）から開催される IAPCO(International Association of Professional Congress Organisers)*総会の

ため来日する IAPCO 幹部 2 名が講師を務め、国際会議誘致に関する講演を行います。 

 ヨーロッパで長く会議運営会社(PCO)に在籍し、国際会議誘致、学会運営に携わってきた André Vietor（アンドレ・ヴィ

エター）氏、通信業界から PCO に移籍し、豊富なマーケテイング経験を武器に活躍している Ori Lahav（オリ・ラハヴ）

氏が、国際会議誘致に関するトレンドや、誘致成功後の会議運営をテーマに講演を行います。 

 シンポジウム後には、メディアの方を対象に IAPCO 幹部にも参加いただき、JNTO よりプレゼンテーションを行います。

IAPCO 設立 50 周年という節目の年に総会を日本で開催するにあたり、「国際会議開催地としての日本」をテーマに、新

たに展開する MICE ブランディングキャンペーン等、JNTO の取り組みも紹介します。 

*IAPCO とは：会議運営会社(PCO)が加盟する国際組織で、2017 年９月に京都で開催された世界神経学会（8,641 人）

を運営した Kenes International 等、国際本部の事務局的機能を持つコア PCO も多く所属。毎年 2 月に年次総会を開催

しており、日本開催は 1993 年（千葉）以来 2 回目。 

 

本件に関するお問い合わせ先： 

コンベンション誘致部 誘致推進グループ 鳥巣、佐野 

電話：03-6691-4852 

https://www.jnto.go.jp/jpn/news/download/180207_mice_press_form.xls


別紙 

MICE シンポジウム実施概要 

１．シンポジウム ※JNTO・観光庁共催 

■開催日時：2018 年 2 月 7 日（水）15：00～17：00  

 

■開催場所：品川プリンスホテル メインタワー28 階「エメラルド」 

東京都港区高輪 4-10-30 

 

■プログラム ※同時通訳付き 

15:00～15:05 主催者挨拶 

 日本政府観光局(JNTO)理事  小堀 守 

15:05～15:15 JNTO 講演 

「イントロダクション—国際会議のトレンドと JNTO の取り組み—」 

 日本政府観光局(JNTO)コンベンション誘致部長  川﨑 悦子 

15:15～15:40 【第１部】 

1. 講演「国際会議運営モデル―PCO の存在―」 

André Vietor 

2. 講演「会議運営におけるステークホルダー同士の連携」 

  Ori Lahav 

15:40～16:00 

16:00～16:55 【第２部】 

トークショー「開催地決定におけるコア PCO の働き―誘致必勝法を学ぶ―」 

André Vietor × Ori Lahav 

16:55～17:00 主催者挨拶 

 観光庁 審議官  瓦林 康人（予定） 

 

■講師 

André Vietor （アンドレ・ヴィエター） 

Immediate Past Chair, IAPCO Training Academy 

Managing Director, Barceló Congreso, Spain 

 

1984 年にインターコンチネンタルホテルズに入社、国内外の営業職を歴任。1991 年にバルセロナに移り、ザ・リッツ・カー

ルトン・ホテル・カンパニーが運営するヨーロッパで初めてのホテル、ホテル・アーツ（Hotel Arts）の開設セールス＆マーケ

ティング・チームに参加。1995 年、PCO 業界に勧誘され、スペインバルセロナの Viajes Iberia Congresos の議会部門の統括

を任され成功を収めた。2013 年には、「Grupo Barceló」に移り、会議運営、協会管理、ビジネスイベントコンサルティングに

特化した新しい部門を立ち上げた。 

ビジネスプランの戦略、入札プレゼンテーションの計画と管理、開催地のマーケティング、アソシエーション管理、ビジネス開

発といった幅広い業務を得意とし、コンサルタントも行っている。また、バルセロナ、マドリッド、セビリア支社の責任者を務

めるかたわら、国際団体・協会による会議、政府系会議を中心に 50 人程の小規模会議から 3,200 人規模の大型会議まで、700

以上の会議を運営し、成功を収めている。 

 

 



別紙 

Ori Lahav （オリ・ラハヴ） 

IAPCO Council Member VP Client & Operations, Kenes Group, Switzerland 

 

イスラエル・ハイファ大学で統計学の学士号、英国・ダービー大学で MBA を取得。2013 年に Kenes

にマーケティング部長補佐として入社し、15 年以上のマーケティング経験をもって経営に貢献。マーケティング戦略の他、通

信業界出身であることからマス広告やセールスプロモーション、オンライン/ソーシャルメディアチャネルでの主要なデジタル

キャンペーンの実施が専門領域。インターネット、音声、モバイルテレコムプロバイダーなどの開発・推進にあたり、マーケテ

ィングを務めた。これに続き、電気自動車を製造するために 900 百万米ドルを調達した自動車部門の上級役員として活躍。4 年

間働いた後、クライアントアカウント＆オペレーション部門の管理に移った。2017 年、IAPCO カウンシルメンバーに就任。 

 

2. メディア向けプレゼンテーション 

JNTO、IAPCO 幹部より、「日本での IAPCO 総会開催」、「JNTO の MICE ブランディングキャンペーン」等について、プレゼン

テーションを行います。 

■日時 

2018 年 2 月 7 日（水）17:10 頃～ 

※MICE シンポジウム終了後、準備が整い次第開始いたします。 

 

■場所 

品川プリンスホテル メインタワー28 階「エメラルド」 

東京都港区高輪 4-10-30 

※MICE シンポジウムと同じ会場です。 

 

■登壇者（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武内紀子 

一般社団法人日本コンベンション協会(JCMA)代表理事 

 

小堀 守 

日本政府観光局(JNTO)理事 

 

川﨑 悦子 

日本政府観光局(JNTO)コンベンション誘部長 

 

Jan Tonkin (ジャン・トンキン) 

IAPCO President  

Managing Director, The Conference Company 

 

Mathias Posch (マティアス・ポッシュ) 

IAPCO Vice President 

President, International Conference Services Ltd 

 



貴社名

媒体名

媒体URL
（websiteの場合）

ご担当者名
（記者名）

お役職 Eメールアドレス

電話番号 FAX　番号

ご質問

JNTO担当部署
コンベンション誘致部　誘致推進グループ
担当：鳥巣、佐野
TEL：03-6691-4852
Email：convention@jnto.go.jp

【お問合せ先】　

JNTOコンベンション誘致部　誘致推進グループ　鳥巣・佐野　宛
　Email：convention@jnto.go.jp

MICEシンポジウム
　取材申込書

 1月31日（水）17:00までに必要事項をご記入の上、ご送付願います。

別紙 


